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行け」というのかと思った。結局、その日 民
はニューヨークに帰れず、次の予定地ニュ 詔
ーオーリンズヘ飛んだのだが、荷物をニユ 京
一ヨークの空港に預目ておいたので本当に f� 
困ってしまった。ニューォーリンズから必 玄
死になって電話をかけ、ともかく回送して 議
もらうことができたのだから、その観に 監
は英語が通じたのであろう。20年普の苦い 夜
体験である。 器

・辞書はいつも鞄の中に 護
そんf掛カ籾めて国際会議で英語のスピ 説

ーチをしたのは、45年にモスクワで聞かれ だ
;i 

た国際歴史学会の席ムであった。この会議 脅
は大変大きな国際会議で、日本からも多く 援
の歴史学者が参加していたが、日本人はほ � 
とんど発言せずに抑し黙っている。そζで 崖
恩師の江口朴郎先生が「乙とはひとつ、中 京
嶋君のような若手が何か発冒すべきです 習
ね」と雷われたので、私は思い切ってった 援
ない英語でソ連の学者崎載を銚んだので き
あった。

あれ以来、数多くの国際会議に出るよう 留
になり、ときには中国語、フランス語を使 言
うこともある。しかし、講演や報告で質問 誌
ぜめにあったときなど、それが終わると、 11 
ちょうどスケート靴をぬいで大地に足をお ： 
ろしたときのような解放感にとらわれる。 安
舌辛聖書を鞄に入れておき、わからない単語は � 
その日のうちに必ず引くという日韓は今も � 
変わらない。 窓

それでも日常会穏などは下手で、A FS H 
〈アメリカン・フィーJレド・サービス〉の 妥
留学生として米国滞在経験のあるわが子に 渓
いつも笑われる。とにかく轍〈ごい〉を 喜
並べて忠実に表現すれば通ずるのだから、 嘉
問題は流暢に話せるかどうかではなく、そ 建、
の本人がどれだげ言吾るベき内容をもつてL、 主
るかどうかbζかかつているのだ、と半ば開 主
き直つている昨今である。 ‘官tがみ
Z払茨城主凶！特別深夜百冶呪会摂理主役税況が’
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外国人の来訪やインタビュー、国際電話、

海外との通信、同僚の外国人数師との会話、

授業＆での英主講師、さらに英語での檎演や

執筆など、気がついてみると、毎日のよう

に英語を使っているけれど、実を雷うと私

の英語はまったくの自己流である。

当今ではあまり例がないと思うが、私は

高校〈長野県立松本深志高校〉で第l外国

語としてフランス穏を選んだ。 同校では英

語広げ“ζドイツ語とフランス商が正課にあ

ったからである。私はフランス悟で東京外

言語大を受験し、中国務に入ってからは中国

簡を専攻した。英語は受験勉強をしていな

いとともあって、仮定法などは今でもよく

オコカ〉らtJ:�、。

・満席飛行機で苦い思い
大学を率業して世界経済研関所へ入ると

きには英語とフランス語の試験があり、入

所してからほ英語、フランス語、中国語の

新聞や雑誌を毎日のように翻訳させられ

た。とうした経験を3年間積んだためか、

大学院〈東大〉の入試は難なくパスするこ

とができ、大朝翼手代に成績のよくなかった

中国語にも抵抗感がなくなった。

しかし、いずれの外国語も話す方はさっ

ぱりだった。 昭和42年に初めて訪米し、ウ

ィリアムズパーグの日米円卓会践に出席し

たときは、米国側のD ・ リースマン、 E •

ライシャワー教室をらそうそうたるメンパー

を相手に、外国体験の鐙富な日本側代表が

流暢〈りゅうちょう〉な英語で対応してい

るのを見て、留学体験すらもたない私は、

大いにコンプレックスを感じたものであ

る。会議カ幼柊わってナイアガラ海布〈ばく

ふ〉を見に行ったとき、帰りのニューヨー

ク便の飛行機が満席で、係員が“Standby”

〈スタン・パイ＝待織〉と大声で雷う。今

日なら子供でも知っているとの雷葉の意味

がわからず、一瞬、席がないから「立って


